
中他：重度精神薄弱児のトイレジト訓練にオペラン下技法を用いた研究

！■

重度精神薄弱児のト1イレッ』ト訓緯に
，

　　オペランド技法を用いた研究

1　目 的

　重度精神薄弱児のトイレット指導についてはンー人一

第1表　トイレット訓練プログラム（一斉指導期間用）

昭和　　年 月 日　天候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　皆

　　　　　研究第9部．1中 』｝ ．郎

　　　　　遡難蒲轟幣唱
　　　　　　　　　　　　　　　　ξ　ゴ　．
人個人差が大きくトイ㌣ッ．トには行くが上手に出来ない1

レベルの児童もV・れば，金くのたれ流しの児童もヤ・る。i

特にたれ流しの児童の世話は職員にどうて大きな負担と1

1壷・II

No．

1
2
3
4
5
6
7
8

・』 一

工0

11

12

13

、14

15

工6

17

18

19

20

21

22

23

24

25

．26
271

ス テ ツ プ

排便・排尿を訴える（手をひく等）

入口に行く

戸を開ける（閉める）

中に入る　

便器の前に立つ

パンツをおろす

パンツを充分おろす1：

おしっこ（ ウンチ）をする

おしっ壱一（ウ・ンチ）・・を便器の中にする・

まわりにつかないようにする　二

始末をする』（紙をふ く）へ一

始末がきれいに出来る・

．パンッを上げる 『！ 見、《

1上手にバン7を上げる　ン

流す、
戸を開ける 』　－．

戸を閉める

手洗いめ前に立づ

水道をひねる

流水であ動う・

石けんを使う

流水で石けんをrおと す．

石けんをきれy’に部とす・

水道をとゆ挙　1、

タオルで手を々膜 　　　、、

タオノレできれル・にふく．

報告する1

自　発　　的 促　さ　れーる 備』 考・1

『ノ
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凋本総合愛育研究所紀要 第11集

第2表の1　A君　2月5日～12日（一斉指導）

’

No． ス　　　　テ　　　　ッ　　　プ 自　　発　　的 促　さ　れ　る 備　　　　考

1 排便・排尿を訴える（手をひく等） 0 8 「自発的」と「促2 入口に行く 4 4 される」の合計が3 戸を開ける（閉める） 8 0 8になっていない4 中に入る 8 0 ステップは保母介5 便器の前に立つ 8 0 助
6 パンツをおろす 8 0
7 パンツを充分おろす 4 1
8 おしっこ　（ウンチ）をする 8 0
9 おしっこ（ウンチ）を便器の中にする 8 0

10
まわりにつかないようにする 8 0

11
始末をする（紙をふく）

一 一12
始宋がきれいに出来る

一 一13
パンツを上げる 7 0

14
上手にバンツを上げる 5 1

15
流　す 2 3

16
戸を開ける 7 1

17
戸を閉める 6 2

18
手洗いの前に立つ 0 8

19 水道をひねる 7 1
20

流水であらう 5 3
21 石けんを使う

一 一22 流水で石けんをおとす
一 一i23 石けんをきれいにおとす
一 一24

水道をとめる 3 4
25

タオルで手をふく 2 6
1　26 タオルできれいにふく 1 1
27

報告する
一 一

なっている。

　そこで本研究では，垂度精神薄弱児童の中でも特に排

尿の失敗が多く，指導に非常に困難な児童4名を対象と

レてトイレットトレーニングを行った。

なおン観察，指導，研究にあたっては土井をはじめ，

lDばら寮の鈴木めぐみ，中村淑，水上恵子，並ぴに成人

寮の高塚政生の各職員が中心となって行った。

（1）目的1．　トイレに連れて行けば喜んでトイレットをす

るようになるo

（2）目的2，　トイレット訓練プログラムをいやがらずに行

うようになる。

（3）目的葛　トイレに自分で行くようになる。

（4）目的4．　トイレット訓練プログラムを1ステップでも

多くできるようになる。

皿　研究方法

訓練を三期に分け，観察期間，．r斉指導期聞，、個別指

導期とに分けたo

（1）観察期間　昭和50年1月29目～2月4日。個人別にト

イレット行動を観察しン観察チェックを行ったo

（2）一斉指導期間　2月5日飼2月12日。強化刺激を「ト

イレの中にはいる」で全員統一し午前9時と午後4時30

分の二度行った（ただし，中途で午前9時のみとなる）。

（3）個別指導期間，2月13目～2月28日。1人1人の目標

をつくり午前9時に行った。更に自発的トイレットには

強化刺激を与えた。

皿　研究方法と目的の明確化

（1）目的1については，声かけだけでもトイレに行くよう

になることを狙いとしたoただしンこの場合はトイレで

排尿ができなくとも良しとしたo個別指導期聞中は促さ

れたトイレットであっても喜んでトイレに来れば「ほめ

る」「頭をなでる」などの社会的強化刺激の遜を用いて

．．強化した。．、．
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中他囑麟神鰯児のトイレット訓練財ペラン、ト技瀧用ヤ’た研究

第2衷の2　B君　2月5日～12日（一斉指導）
へ

No．

1
2r
3
4
5
6
7
8
9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

鍛
25

26

27

ス テ ツ プ

排便・排尿を訴える（手をひく等）

入口に行く

戸を開ける（閉める）

中に入る

便器の前に立つ

パンツをおろす　

パンツを充分おろす

おしっこ（ウンチ）をする

おしっこ（ウンチ）を便器の中にする

まわりにつ力為なヤ、よう轟こする

始末をする（紙をふく）　

始末がきれヤ・に瞬来る．

パンツを上げる

上手にパンツを上げる

流す
戸を開ける

戸を閉める

手洗いの前に立つ

水道をひねる

流水であらう

石けんを使う

流水で石｝ナんをおとす

石けんをきれいにおとす

水道をとめる

　タオルで手をふく

　タオルできれいにふく　

　報告する

自　発　　的

0
01

0
4
3
0
0
6
6
6．

0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0

促　さ　れ　る

7
”8『r

6
4
5
4
4

　0

』0

　0

6
5
2
4
4
6
7
7

6
7
2

備
1考』

「自発的」 と』「促

されるめ」合計が

8になづ ていない

ステップは保母介

助

⑫）目的2についてはン声かけだけでプログラム上の次の、

ヌテップに進むことを狙いとした。

1（3〉目的3は排尿をしたくなった時2一人でトイレットに

行き，パンツを脱いで便器にすることを目標としておい

1た。この場面を見つけたらすかさず強化する事とした。

（4）目的4は促されてトイレに行った行動でもプ慣グラム

上自発的に1ステップでも進むことを目的とした。

　　　　　　W　対象児童の状況

・（・）畷，・0才野。醐症児と診恥れ入所・、IQ測定

不能。入浴及び衣類蓉脱介助。極度の離園。遡苓わし。

コ氷遊ぴ。失禁は多いが自分の居る場所で（トイ》以外で！

メシジを下げて擁泉することもある。この場合，おしっ

こを物にかけて遊ぶ。、合併症はてんかん。

《2）B君，18才男子。種痘後脳炎で入所。工Q測定不能。

全面介助。偏食がひどい。物たたき。異食。大小便とも

先れ流し。合併症はてんかん。

（3〉C君。・4才男子・1擁鱒鰯児で入所・』・』鯛獅

能。入浴舞鋭衣介助σ1本服破りσザラス割り。・木小便ど

もたれ流し。合併症なし。

（4）D子10才女子。自閉症で入所。IQ測定不能。全面

介助。物たたき。物しゃぶり。大小便ともたれ洗 し。合

併症なしb’……P’” 酌、…一［『』甲’一 『∵ …』’一「 ＾’一”

　　　　　　　V観察と結果
　　　　　コ　　　　　　　　　　ドド　　　　　　　　　　ロ

　観察期問中は r自発坤トイ・レツ本牛「促されたトイマ

　ット」「失取」とに分ザて記録され準結果，毎日や餐回

』数膿・図（・一4）のようであ寧・㈱第・図こ引

』き続いて一斉指導，個別騨鱒9記攣遡畝た・・

．1．（・）認謡蕨滋倣簡て遊ぶFと灘緯れ曝
母に「A君〕と注意されるとトイレに行くこともあるこ

』
とがわかった。求た時間ぎめで1トイレに連れて行くと必

』ず排尿できることもわかった。失敗は余りみとめられず

『指導すれぱ充分，自立する可能｛生があると判断されたQ
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　　　　　　　　　　　日本総合愛育研究所紀要

第廻；．日筒イレ聯騨 し魍数と短咄較（醐間別）
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中他：重度精神薄弱児のトイレット訓練にオペラント技法を用いた研究

第1図一2
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』日本総合愛育研究所紀要　　　第工1集

第1図一3
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中他；重度精神薄弱児のトイレット訓練にオペラント技法を用いた研究

第遇一4
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日本総合愛育研究所紀要

第2表の3　C君　2月5日～12日（一斉指導）

第11集

No， ス　　　　テ　　　　ツ　　　プ 自　　発　　的 促　さ　れ　る 備　　　　考

1 排便・排尿を訴える（手をひく等〉 0 8 r自発的」とr促

3　4

2．＿入口に行く

　戸を開曇する（閉める）

　中に入る

2．

57

6
31

される」の合計が

になっていない

テップは保母介
5、6 　便羅の前に立つ’”1オぐンヅをおろす　　”　　　　　『一』

7－6” 11

助

7 インツを充分おろす 2 5
8

＄しっこ（ウンチ）をする 5 0
9

おし似こ．Cウンチ）を便器の中にする 5
0　

10
まわりにつかないようにする 4 0

11
始宋をする（紙をふく）

12
始末がきれいに出来る

13
rペンツを上げる 6 0

14 上手にパンツを上げる 2 3
15

流す 1 4
16

戸を開ける 5 1
17

戸を閉める 2 0
一18

9
手洗甑＠前に文2一

　　5
　　5　‘

　　　　曽一　虚　　，昌

　．2
甲ρ陶r甲「F㎜一■？甲1

　　　　
一㌧

20 ’流水であらう 6 1 一

21
．石けんを使う

’　　　

曹・臼
2 流水で石けんをおとす 　　　　1

ト　　　　　ー　　、

23＾ 石けんをきれヤ・におとす
24 水道をとめる 6 1
25

タオルで手をふく 3 4
”26 タオルできれいにふく 0 1
27

報告する

（2）B君。全く自発的トイ レット行励は認められず，自分

の居る場所マ泉意を感じるとパンツを下げてするか又は

失敗したのちパンツを脱ぐことがわかった。観察期間中

工回ある自発的、トイレットもたまたまトイレで遊んでい

て，その場でおしっこしたこと演わかった。

（3）C霜。1日平均1回の失敗があり，尿意を感じたとき

に保母がすぐ近にに居れぱ，自発的にトイレに行くこと

がわかった。

㈲D子。パンツを脱がずにたれ流しを，そのあと気持ち

が悪いためかパンツを脱ぐことがわかづた。時間ぎめで

トイレに連れて行けば必ず排尿が出来る事がわかった。

、．、
　．VI、r斎指導と結果

　観察の結果より第1表のようなプログラムを作り，1

日2度一斉指導を行ったが3日目に1日2度行うのは時

間叩に嗣難秒理車零午煎£時．（朝傘鋒）のi回行うこと

とした。’強化刺激は』「トイレの中に入るjで全員統一し

・で行った。結果は第2表（1－4）のとりである。

（1）A霧o強化刺激はアメを用いる。　「トイレに待きまし

よう」と声かけしてトイレの入口まで連れて行くと5日

目より自発的にトイレの戸を開けて入るようになる。ト

イレの中にはいってしまうとステップ10家で自発的に行

える。ステップ13の「パンツを上げる」は1日目はパン

ツを上げずにトイレを出ようとしたが2白目よウ自発的

に上げるようになる。自発的にトイレに行く回数はやや

増える。失敗はほとんどみられなくなる（第1図参照）。

（2）B君　強化刺激はチョコボールを用いる6食べ物に興

味を示さず選択に苦労した。声かけしてもトイレに行か

ず手を引いて連れて行く。トイレの入口まで来て戸を開

けることをしない。「中に入る』は後半になって自発的

に入るようになる。全てのステップにわたり一つ一つ指

示して行うことが多かった。

（3）C君　強化刺激はクッキーを用いる。声かけして自発

的にトイレの入口に行くのはン7日目よりみられた。
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中他：盤精禰弱児のトイレγ ト辮にがラヒト蹄を用ヤ’た研究

第2衷の4　D子　2月5日紺12日（一斉指導）

No。

1
2
3
4

　5

　6

　7

　8

　9

10

11

12

13

ユ4

15

16

17

18

19

20

21

’22

　23

　24

…25

　26

　27』

　　rス　　　テ　　　ツ　　プ

排便・錺尿を鯨える、（手をひ1く等）

入口に行く

戸を開ける （閉める）

中に入る

便器の前に立つ

パンツをおろす

パンツを充分おろす

おしっこ（ウンチ）をする

おしっこ（ウンチ）を便器の中にすう

家籾につ腕いようにする
始末をする1（紙をふく）

　　　　　　　　　　　　　？始末がきれいに出来る

バンツを上げる

上手にパン ツを上げる

流　す

戸を開ける

戸を閉める

手洗いの前に立つ

水道をひねる

流水であらう

石けんを使う

』 流水で石けんをおと・す・
一

石けんをきれいにおとす

　水道をとめる

’タオノレで手をふく 『…
　［

　タオルできれいにふ く

報費する

自　発　　的

0
1
1
6
7
3
12

8
、8

8

6
3
0
2
1
0
0
0

0
0・

0
』ゴ

促一さ　れ　る

7
7
7

こ2
1
5
5
0
0

－b

0
5、、

3
5
6
8
．8．

8

“ 　　 1：8」

　　　8

　　　2

備 考

r自発一的：∫どr促

される」の合計が

1＄．に鉢至ズいなvマ

』ステ署ラゆは冊母1介

助
．．

くハ、

戸を魍げるは， 』4日目より，中に入るは， 2日目よりで

ぎる。 中に入るまで声かけだけで，できたのは7日自か

、ら寿ある。後半に入り失敗溝目立たなくなる。自発的に

トイレに行って排尿してヤ・舜緒えら泌方書現場齢

見していないので不明である。l

p子　強化刺激として，みかんを用いる。トイレの戸を

闘けてやると2度だけ自発的に中に入る。声かけしただ

、けでトイレの入口に行き，戸を開けてン中に入ったのは

8日目である。プログラム上は1「パンツをあげる」隊で

声かけして，動作で示せばできるo

　　　　　　瓢　個別指導と結果

　個別指導では一斉指導で用いたプログラムに一部修正

を加えたもの（第3表）を用いたo各児童にそれぞれ目

標をきめ個別指導を行った。結畢は第4衷（1パ4〉で

ある。

（、）A君。・目標はステップ12におく・プ・グラム上の進歩

　　　　　　　　　ノ
　 ド　　

は一斉指遵と比較して進歩がみられな期っ瓦。．失敗は全

くみられなかった。声かけして 「トイヒに 行きま、レ再

う」と云うと喜んでトイレに行く行動がみられた。㌧

（2）B君。目標をステップ4「トイレの中に入る」におい、

たが全く紗がみら糊為轡酵1》 』ト レで欝
行動が多くみられた。

（3）C君．臨をステップ1・rノヤツ母手鵠をずる蝿

おいたが進歩びみられなかっ1ヒ。 「トイ、セに行きま「レよ

う」と声かけすると大喜ぴで行ぐ行動が目立った。朱敗

はほとんどみられ妙確が璃、発解．ト〆・レに徹た

行動も発見できなかった。

（4）D子。目標をステップ9「パンソをあザる」にお，くが

プログラム上の進歩はな期った。ただ・し＞ 3日目よ リト

イレの中で一日中遊ぶことがほとんどとなった。　・1？

　　　　　皿　フォローと結果』 1

．、

別指導期間終ヱ後優⑳目後に7え4 rを行？、之q 方

一34工一



第3表

　昭和

　　　　　　　　　　　日本総合愛育研究所紀要

トイレット訓練プログラム（個別揖導朔間用）

犀　　月　　白天侯

第工礫

No． ス

「司

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

テ ツ プ

排便。排尿を訴える（手をひく等）

入口に行く

戸を開ける（閉める）

中に入る

便器の前に立つ

パンツをおろす

おしっこ（ウンチ）を便器の中之する

始宋をする

パンツを上げる

パンツを上手にあげる

流す
戸を囲ける（閉める）

手洗いの前に立つ

水道をひねる

流水で洗う

石けんを使う

流水で石けんをおとす

水道をとめる

タオルで手をふく

自　発　　的 促　さ　れ　る 借 考

第4表の1　A君　2月13日～28日（個別指導）

No． ス　　　テ　　　ツ　　　プ 自　　発　　的 促　さ　れ　る 備　　　考

1 排便・排尿を訴える（手をひく等） 0 16 r自発的」とr塵2 入口に行 ぐ 12 4 される』の合計が3 戸を開ける（閉める） 16 0
8になっていない4 中に入る 16 0 ステップは保母介

5． 便難の前に立つ 16 0 助6 パンツをおろす 15 1
7 おしっこ（ウンチ）を便器の中にする 13 1
8 始末をする 5 4
9 パンツを上げる 16 0
10

パンツを上手にあげる 5 10

11
流　す 5 11

12 戸を開ける（閉める） 9 7
13 手洗いの前に立つ 0 16
14 水道をひねる 5 10

15 流水で洗う 5 11

16 石けんを使う・ 0 0
17 流水で石けんをおとす 0 0
18 水道をとめる 0 15

19 タオルで手をふく 2 14

一342一



第4表の2

No． ス　　　テ　　　ッ　　　プ 自　　発　　的 促　さ　れ　る 備　　　考

誹便・排尿を訴える （手をひく等）

口に行 く戸を開ける（閉める）

に入る

00914 16

6712

r自発的」とr促

される」の合計が

6になっていない

ステップは保母介

5 便器の前に立っ
8 8 助

6 パンツをおろす
0 3

7 おしっこ（ウンチ）を便器の中にする
14 0

8 始末をする
10 1

9 パンツを上げる
0 3

10 パンツを上手にあげる
0 3

11 流　す
0 13

12 戸を開ける（閉める）
3 11

13 手洗いの前に立つ
0 16

14 水道をひねる
0 16

15 流水で洗う
0 16

16 石けんを使う
0 2

17 流水で石けんをおとす
0 2　．

18 水道をとめる
0 16

1

19 タオルで手をふく
0 16

　　　中他：重度精神薄弱児のトイレット訓練にオペラント技法を用いた研究

B君2月・3日一28日（個膿導）　　 　 』』』』！：1”二1』

第4表の3 C君　2月13日パ28目（個別指導）
励壕慨

No． ステ
ツ プ」 自　　発　　的 促　さ　れ　る 備　　　考・』

1　2 排便・排尿を訴えう（手をひく等）

口に行く

111 工3 r自発的」とr促

れる」の合計が

：

r

3　4 戸を開ける（閉める）

に入る

14

4

00 16になヴていない

テップは保母介

5 便盟の前に立つ
14 0 助

6 パンツをおろす
14 0

7 おしっこ （ウンチ）を便器の中にする
6 0

8 始末をする
4 0

9 パンツを上げる
14 0

10 パンツを上手にあげる
4 8

11 流　す
0 8

12 戸を開ける（閉める）
7 4

13 手洗いの前に立つ
4 12

ヤ

14 水道をひねる
12 2

15 流水で洗う
12 2

16 石けんを使う
0 1

17 流水で石けんをおとす．
0 1

18 水道をとめる
13 0

19 タオルで手をふく
6 8
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第4衷の4

　　　　　　　　　　日本総合愛育研究所紀要

D子　2月13日一28日（個別指導）

第工1集

lN・，

11

　2

　3

　4

　5

　6

　7

　8

　9

10

11

12

‘i3 ［

14

15

16

17

18

19

ス、 テ、
ツ プ

排便・排尿を諒える（≠をびぐ等）’

入口に行く

戸を開ける（閉める）

中に入る

便羅の前に立つ

パンツをおろす

おしっこ（ウンチ）を便羅の中にする

始末をする

パンツを上げる

パンツを上手にあげる

流す
戸を開ける（閉める）一

手洗いの前に立つ・’l　r

水道をひねる

流水で洗う

石けんを使う

流水で石け夕をおとす

水道をとめる

タオルで手をふく

自　発　　的

0
3

15

16

16

16

15

12

16

5
0

14

0
0
0
0
0
0
0

促　さ　れ　る

16

13

0
0
0
0
0
0
0

11

14

2
16

16

16

2
2

16

16

備 考・

「自発的」と「促

される」の合計が

16になっていない

ステップは保母介
．助

第5表の1　A君の3期の比較
　　　　『　　，　　■■

自 r発 的 促 さ　れ るNo乙 ス　　　テ　　　 ツ　　　プ 一斉
導

個別
導

フオ

ー

一斉
導

r個別
導

フオ 備　　　考
1 排便 兜排尿を訴える（手をひく等） 0 0 0 16 16

ロー

62 入口に行く 8 12 工工 8 4 53 戸を開ける（閉める） 16 16 16 0 0 0
14

中に入る 16 16 16 0 0 05 便器の前に立つ 16 16 16 0 0 06 パンツをおろす 16 工5 16 0 1 07
おしっこ（ウンチ）を便賠の中にする 16 13 16 0 1 08 始末をする 0 5 0 0 4 59
バンツを上げる 14 16 16 0 0 0

10
パンツを上手にあげる 工0 5 11 2 10 0

11
流　す 4 5 0 6 11 16

12
戸を開ける（閉める） 14 9 16 2 7 0

13
手洗いの前に立つ 0 0 0 16 16

16』14 水道をひねる 14 5 5 2 10 11
15 流水で洗う 10 5 11 6 11 5
16

石けんを使う 0 0 0 0 0 0
17

流水で石けんをおとす 0 0 0 0 0 0
18 水道をとめる　　　　　　　　　　　一 6 0 0 8 5 16
19

タオルで手をふく 4 2 5 12 14
工1
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中他：重度精神薄弱坦のトイレット訓練にオペラント技法を用いた研究

第5衷の2　B君の3期の比較
F　 自 発』』1 』的’『’ 促 さ 』れ る

No． ス　　テ　　　身 　プ∫ 一斉
尋

．個別

撹導
フオ 一斉

導
個別

導
フオ

ー

備　　　考

1 排便」 排尿を訴えるく手をひ∫等） 0、、 0 0 14r
16・ ’16

E

2 入口に行く　　　　　　　　　 0卜 o 5 16 16 11
1

3　4 戸を開ける（閉める）

に入る

0・
914 11

1
12 7 5：5 1

　　　　』
5 便器の前に立つ

161 8 11 10 8 5
1

6 パンツをおろす
’O　

　

0 0 8 3 11一」 ｝

7 おしっこ（ウンチ）を便器の中にする
12 14 11

．0　 0 5、 E
8 始末をする 0、 10 5 0 1 0

ご

｝
9 パンツを上げる

0 o 0 工2 3 11
旨

10 パンツを上手にあげる．
0 0 0 10 3 41

■「

11
流す　　　　　　　　　　　。 0・ 0 0 4 13 11 －

1
12 戸を開ける　（閉める） 　　　　　　一

101 3 0 8 1婁㌦ ～，161
『

13 手洗いの前に掌つ 0， 0 0 12 16 16

14 水道をひねる 0　 0 0 14 16 161

15 流水で洗う 0 ㌔
0 0 14 16 11

16 石けんを使う・ 0・ 0 0 0 2 0

17 流水で石けんをおとす O　l 0 0 0 2・“ ・0、

18 水道をとめる《 0 0 0 6 16： 16．

19 タオルで手をふく 0』 0 0 工4 16 16・

第5表の3　C君の3期の比較

No。 ス　　　テ　、　ッ　　　プ

自　　　発

羅陰蔚
的 促 さ　れ

別指導

るフオロー

備　　　一考
｝

1 排便・排尿を訴える1．（手をひく等） 0 1 0で 』ヱ6』 L 二

13＝ ゴ
16

2 入口に行く
4 11 16 12 5 0 1

3 戸を開ける（閉める）、
10 14 16 6 α』 1、Ol

1

4 中に入る
14 14 16 2 0 0

5 便器の前に立つ
14 14 16 2 0 αrr

5
6 パンツをおろす 12 14 工6 2 0 01

塗

7 おしっこ（ウンチ）を便器の中年する 4 6 11　
o 0’』

0

8 始末をする
10 4 5 0 0 0 1

9 パンツを上げる
12 14 16 0 0 0

10 パンツを上手にあげる
4 4 0 6 8 16． 、　』

11
流す

2 0 0 8 8 11
1

12 戸を開ける（閉める）
10 7 0 2 4 0、

信

13 手洗いの前に立つ
2 「4

16 10 12 0：
…

14 水道をひねる
10 12 16 4 2 0』 言7 ｝

15 流水で洗う
12 12 16 2 2 0 o∫

石けんを使う

水で石けんをおとす

00 00 00 00
11　 0＝

’．
．二

18 水道をとめる
6 13 5 2 0 11 之ンf・ f

19 タオルで手をふく
6 6 5 8 8 11 1 1
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日本総合愛育研究所紀要 第11集

第5表の4　D子の3期の比較

No．

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

11

12

13

14

15

ユ6

17

18

19

ス テ ツ プ

排便・排尿を訴える（手をひく等）r

入口に行く

戸を開ける（閉める）

申に入る

便器の前に立つ

パンツをおろす

おしっこ（ウンチ）を便器の中にする

始末をする

パンツを上げる

バンツを上手にあげる

流す
戸を開ける（閉める〉

手洗いの前に立っ

水道をひねる

流水で洗う

石けんを使う

流水で石けんをおとす

水道をとめる

タオノレで手をふく

自　発　　的
一斉
指導

　0

0
2

12

14

6
16

0
12

6
0
4
0
0
0
0
0
0
0

個別
指導

　0

　3

15

16

16

16

15

12

16

5
0

14

0
0
0
0
0
0
0

フオ

ロー

0
5

16

16

16

16

16

11

16

0
0
5
0
0
0
0
0
0
0

促　さ　れ　る
一斉
指導

14

14

14

4
2

10

0
0
0

10

6
10

16

16

16

0
0

16

16

個別
指導
16

13

0
0
0
0
0
0
0

11

14

2
16

16

16

2
2

工6

16

フオ

ロー
16

11

0
0
0
0
0
0
0

16

16

11

16

16

16

0
0

16

16

備 考

第6表の1　A君7オロー

No．

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

11

12

13

14

15

工6

17

18

19

ス テ ツ プ

排便・排尿を訴える（手をひく等）

入口に行く

戸を開ける（閉める）

中に入る

便留の前に立つ

パンツをおろす

おしっこ（ウンチ）を便器の中にする

始末をする

パンツを上げる

バンツを上手にあげる

流す
戸を開ける（閉める）

手洗いの前に立つ

水道をひねる

流水で洗う

石けんを使う

流水で右けんをおとす

水道をとめる

タオルで手をふく

自　発　　的

0
2
3
3
3
3
2
0
3
2
0
3
0
1
2
0
0
0
1

促　さ　れ　る

3
1
0
0
0
0
0
1
0
0
3
0
3
2
1
0
0
3
2

備 考
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第6表の2

　　　中他＝重度精神薄弱児のトイレッ ト訓練にオペラント技法を用いた研究

B君フォロー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿二

！Nα ス　　　テ　　　ツ　　　プ 自1発　　的・ 促　さ　れ　る 備　　　考

1 一排便・排尿を訴える（手をひく等） 0 3

2 入口に行く
1 2

3 戸を開ける（閉める）
2 1

4 中に入る
2 1

5 便器の前に立つ
2 1

6 パンツをおろす
0 2

7 おしっこ（ウンチ）を便器の中にする
2 1

8 始末をする
1 0

9 パンツを上げる
0 2

10 パンツを上手にあげる
0 2

11
流す

0 2

12 戸を開ける（閉める）．
0 3

13 手洗いの前に立つ
0 3

14 水道をひねる
0 3

15 流水で洗う
0 2

16 石けんを使う
0 0

17 流水で石けんをおとす
0 0

18 水道をとめる
0 3

19 タオルで手をふく
0 3

更

第6表の3　C君フォロ‘一

』No． ス　　　テ　1　ツ　　　プ 自　　発 的㌔ 促　さ　れ　る 備　　　考・

1－

2
3
4．

5
6
7
8
9

ヌ0

11

12

13

14

15

16

17

18

19

排便9排尿を訴える（手をひく等）

入口に行く

戸を開ける（閉める）r

中に入る　

便器の前に立つ

パンツをおろす．
おしっこ（ウンチプを便器の中にする

始末をする

パンツを上げる

パンツを上手にあげる

流す
戸を開ける（閉める）

手洗いの前に立つ

水道をひねる

流水で洗う

石けんを使う

流水で石けんをおとす

水道をとめる

タオルで手をふく

0
3
3
3
3
3
2
1
3
0
0
0
3
3
3
0
0
1

、1

3
0
0．

Q
O

Fo

O
10．

0
3
2
3
0
0
0
0
0
2
2
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日本総合愛育研究所紀要 第1工集

第6表の4　D子フォロー

No．

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

ス テ ツ プ

排便。排尿を訴える（手をひく等）

入口に行く

戸を開ける（閉める）

中に入る

便器の前に立つ

パンツをおろす

おしっこ（ウンチ）を便器の中にする

始宋をする

パンツを上げる

パンツを上手にあげる

流す
戸を開ける（閉める）

手洗いの前に立つ

水道をひねる

流水で洗う

石けんを使う

流水で石けんをおとす

水道をとめる

タオルで手をふく

自　 発　　的

0
1
3
3
3
3
3
2
3
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0

促　さ　れ　る

3
2
0
0
0
0
0
0
0
3
3
2
3
3
3
0
0
3

．．3

備 考

法はタプログラムに沿って観察チェックを3日間行った

（第6表）。一斉期間と個別期間と比較するために第2表

の粗点を2倍し，第6表を5．3倍して第5表をつくっ
たo

　結果は個別期間と一斉期間，フォローとも著しレ・変化

は見られ塗塗ρた。

（1）A君oフォローの時点でもトイレに行くのを喜んだo

また失禁はほとんどみられないとの保母の報告だった。

（2）B君oトイレで遊ぷことが多かった。トイレに連れて

行くとよろこんでトイレに行くがB君はトイレを「新し

い遊ぴ場」として感じているようですぐに座り込んで遊

び出し動こうとしないとの報告であったo

（3）C君。自分一人で決してトイレに行こうとしないが，

保母と一緒に行くのをよろ、こぶようすであった。又他の

児童が保母と一緒にトイレに行くときは♪後からついて

行く傾向がみられた。失禁は曙とんどみられないとの報

告であった。

（4〉D子。トイレで1日中遊ぶことは続いていた。教室へ

行ってる時間，食事の時間以外はほとんどトイレで遊ん

マいる状態であるとの報告であった。

（5）結論としてトイレが楽しい場所であると指導期間を通

して理解しフォローの時点でも続いていた。しかしンプ

ログラム上の発逮は指導期間中は数字に表われる変化で

はないがL発達の 「きざ し1 らしき ものを表わレえ．7．オ．

ローの時点では消去の「きざし」を感じられたのは指導

の重要性と期間をもっと長くとる必要を感じた。

lX　目的と結果の反省

（1）目的1の「トイレットになじむ」は4名とも成功した

といえ．るo

（2）トイレットプログラムを嫌がらずにやるという点では一

強化刺激提示まではスムーズに成功したがン提示後はむ

しろ嫌がる傾向さえみられたo

（3）トイレットを自発的にやるようになるのに成功したの

はA君だけで他の3名は不成功であった。

（4）目的4は全く成功しなかった。時閥内にもっと長期間

続ける必要があると感じられた。

（5）結論として，A君のようにア失敗があっても自発的ト

イレットがやや出来あがりつつある児童には効果的であ

る。しかしア全く串来ていない児童には夕 更に長期問の＝

時間ぎめトイレット訓練を紡け乍らオペラント技法を用

いるなら成功するであろうと感じられた。
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